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盛盛りり上上げげよようう、、弁弁政政連連活活動動
日本弁護士政治連盟理事長 本林 徹

〔足腰強い組織に〕
弁政連は、日弁連の政策を立法等を通じ政治的に実現するための活動をしています。昨年６

月に理事長就任後、各弁連大会に参加し弁政連の意義や活動について訴えてきました。全国を
回ってみて、「弁護士は政治との距離を置くべきだ」という意識が残っていることを感じまし
た。しかし、今や、LAWYERであるわれわれ弁護士が LAWMAKERである国会議員や政党
に対し、国民の視点に立って積極的に提言をし、立法に結び付けていく時代です。弁護士は人
権に関連する立法はもちろん、業務に関連する立法や政治的な動きに対し、もっと強い関心を
持ち、早い段階から関わっていかなければなりません。
全国会員のご協力により、弁政連を盛り上げていこうという動きが高まってきています。昨

年来、沖縄・兵庫県・栃木県・九州・大分県・長野県・岡山・山梨・青森県の各支部が続々設
立され、会員数も２，２００名を超えました。
〔活動と成果〕
委員会を通じてのロビイング活動も大切ですが、日弁連会員の共通課題を政治的に実現する

弁政連活動もきわめて重要です。例えば、弁政連は、昨年来、日弁連執行部とともに、すべて
の政党と定期的に個別に朝食会を行うなどして「国選弁護報酬増額」と「取調全過程の可視化」
に精力的に取り組みました。その結果、国選弁護報酬問題を政府の「骨太方針２００７」「基本方
針２００８」に盛り込み、報酬基準の平均１万円程度増額を実現することができました。
「取り調べ可視化」についても、今年６月に参議院で「可視化法案」が可決され、与野党と
もに真剣に可視化問題に取り組んでいただいています。自白の任意性に関する裁判所の厳しい
判断、鹿児島志布志事件など杜撰な捜査の頻発などもあり、検察だけでなく警察も録画取調べ
の試行をせざるを得ない状況になっています。もう一歩です。裁判員制度については、刑事弁
護を担ってきた立場から、また国民の司法参加を主唱してきた立場から、日弁連執行部ととも
に、予定どおりの実施を強く求めていきたいと思います。
〔地元重視と若手の参加〕
立法対策・国会対策は、弁政連や日弁連執行部だけでは十分ではなく、各弁政連支部が地元

選出国会議員と意見交換や勉強会などを通じ日常的なコ
ミュニケーションをはかることが必要です。国会議員も支
部との対話を歓迎しています。
若手会員も弁政連の活動に積極的に参加してくれていま

す。最近、若手会員と若手議員との交流会を催したところ
相互に大変有益でした。若手弁護士側は、仕事を通じて日
頃感じている問題につき若手議員を通じ政治の舞台につな
ぐ接点ができる、議員側も弁護士から現場の情報が得られ
議員立法の協力も得られるという実感を持ったからです。
弁政連は、�日弁連と一体となって動く、�クリーンで

透明な運営をする、�政治におもねらない、という３原則
をしっかり守りつつ活動を拡充していきます。
弁政連の活動をさらに盛り上げていただくようお願い

し、ご挨拶とします。
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弁弁護護士士会会会会員員ででああるる大大臣臣等等のの紹紹介介

保岡興治氏が法相に再登板

法務大臣 保岡興治
衆議院議員 鹿児島県第１区 当選１１回
東京弁護士会所属 １９期
平成１２年 法務大臣

自由民主党司法制度調査会最高顧問
同 憲法審議会会長代理
同 独禁法調査会最高顧問

福田総理の指示事項は、「裁判員制度の円滑な導入をはじめとする司法制
度改革の推進」、「再犯防止策の推進」、「世界に開かれた安全な日本にふさわ
しい入国管理の推進」の三点です。
特に、国民が身近に司法制度改革の成果を実感できるように、法テラスを
中核とする総合法律支援等の確実な実施や裁判員制度の円滑な実施に向けた
広報啓発活動等には力を注ぎます。また、２０１０年の司法試験合格者３０００人目
標は閣議決定どおり、質も量も確保していきます。
この他、犯罪被害者等の保護・支援、テロの未然防止対策、刑事施設の過
剰収容対策への取組など数多くの重要課題があります。国民の皆さんの意見
をしっかり受け止め、国民本位の法務行政を強力に推進したいと考えています。

外相は高村氏留任、国交相に谷垣氏
外務大臣 高村正彦
衆議院議員 山口県第１区
当選９回
山口県弁護士会所属 ２０期
平成６年 経済企画庁長官
平成１０年 外務大臣
平成１２年 法務大臣
平成１９年 防衛大臣
平成１９年 外務大臣

国土交通大臣 谷垣禎一
衆議院議員 京都府第５区
当選９回
第二東京弁護士会所属 ３４期
平成１２年 国務大臣・金融再生委員

会委員長
平成１４年 国家公安委員会委員長
平成１５年 産業再生機構担当大臣
平成１５年 財務大臣
平成１９年 自由民主党政務調査会長

副大臣・政務官
副大臣 政務官

法務副大臣 佐藤剛男
衆議院議員 福島県第１区 当選５回
第二東京弁護士会所属
内閣府副大臣兼内閣総理大臣補佐官
衆議院内閣委員長
自由民主党国際局長
同 政務調査会副会長
同 司法制度調査会会長代理

法務大臣政務官 早川忠孝
衆議院議員 埼玉県第４区 当選２回
東京弁護士会所属 ２７期
前衆議院法務委員会理事
前衆議院災害対策特別委員会理事
元東京弁護士会副会長
前自由民主党国防部会副部会長

同 国土交通部会副部会長
現衆議院法務委員会委員

（２００８．８．２６現在）

総務副大臣 倉田雅年
衆議院議員 比例東海ブロック 当選３回
静岡県弁護士会所属 ２０期
衆議院法務委員会理事
元財務大臣政務官
衆議院倫選特委理事
自由民主党前法務部会長

外務大臣政務官 柴山昌彦
衆議院議員 埼玉県第８区 当選２回
東京弁護士会所属 ５３期
前衆議院法務委員会理事
前衆議院経済産業委員会委員
前自由民主党内閣部会部会長代理

同 財務金融部会副部会長
現衆議院外務委員会委員

（２００８．８．２６現在）
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各各政政党党かからら弁弁政政連連へへののメメッッセセーージジ そそのの２２

『前号の自由民主党・公明党・民主党に続き三党からメッセージをいただきました』

日本共産党 法務部会長 参議院議員 仁比 聡平
自由と正義をめざす日弁連と弁護士の皆さんの不断の活動とご

苦労に心からの敬意を申し上げます。
志布志や氷見、引野口事件をはじめ冤罪事件の続発は、自白偏

重の人質・密室刑事司法の矛盾の深さを浮き彫りにしました。「こ
のままで市民が人を裁けるのか」との根源的問いかけに応えて、
少なくとも弁護権の抜本的拡充と取調べ全過程の可視化は裁判員
制度実施の不可欠の前提条件だとの思いで、国会論戦に臨んでき
ました。また、被害者参加の具体化のなかで、当事者主義や少年
審判廷の意義が損なわれてはならないと強く懸念しております。
貧困が広がる中での労働と社会保障、消費者庁問題など、今後

とも現場の実情とご提案をよく伺い、力を尽くします。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

社会民主党 党首 参議院議員 福島 瑞穂
弁護士法１条の「基本的人権を擁護し、社会正義を実現する」

ということは、今の社会で最も必要なことです。この間、日弁連
が主張をしてきたことで実現をしたこと、実現をしつつあること
は、実に数多くあります。日本弁護士連合会は、日本の社会のな
かで最大の人権擁護専門家集団NGOです。そして、テーマはも
ちろん人権擁護に限っていません。日本国憲法を実現すること、
たとえば生存権や平和の実現などについても大きな役割を果たし
ています。日弁連と弁政連を本当に頼りにしています。日本の良
心、頭脳、救済機関としてがんばって下さい。もちろん社民党は、
強力な連携をとって政治の場面でがんばっていきます。

国 民 新 党 政策審議会長 参議院議員 自見庄三郎
日弁連、弁政連の皆様方には日頃から、本当にお世話になって

おります。
皆様方から国民的な諸問題について、その都度いただいている

ご意見は、大変貴重なものであり、私は国民新党の政策審議会長
として、皆様方のご意見を、ぜひとも国政の場に生かしていかな
ければならないものと肝に銘じ、いつもしっかりと拝見させてい
ただいております。
大きな時代の変革期に当たり、私どもは、環境、経済、医療福

祉等々あらゆる分野にわたり、一日も早く解決すべき深刻な課題
に直面しております。これらの諸課題は、いずれも深刻さを増す
ばかりであり、現政権下では解決の糸口さえも見つけられており
ません。誠に由々しき事態であり、今こそ、一つ一つ丹念に、国
民主権の立場に立って真剣な論議を重ねていかなければならない
と、決意をあらたにしているところです。
引き続いてのご尽力と、皆様方のご健勝と益々のご発展を祈り、ご挨拶とさせていただきま

す。
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全全国国にに弁弁政政連連支支部部続続々々とと 支部人事は１２面に掲載

岡山支部（７．２２） 副支部長 河原 昭文

平成２０年７月２２日�午後６時から、岡山プラザホテル
で弁政連岡山支部設立総会を開催しました。本部から本
林徹理事長、伊藤茂昭幹事長、吉峯康博組織強化委員長
代行を迎え、４６名の会員が参加し、盛大にとり行われま
した。
理事長挨拶、会員である江田五月参議院議長挨拶、幹

事長報告のあと、支部長平松掟等役員選任が行われ、支
部規約、活動計画は役員会一任となりました。
懇親に移って、本林理事長を囲んで懇談の輪が広が

り、和やかなうちに閉会になりました。
来年５月から始まる裁判員裁判、取調べの可視化、法

曹人口問題等々山積する課題に適確に対処するため、弁
護士は国会議員や政党に対し、積極的に働きかけていか
なければなりません。

山梨支部（８．１） 山梨支部長 古井 明男

去る８月１日、当支部設立総会と懇親パーテイを開催しました。
本部から本林理事長・伊藤幹事長・吉峯副幹事長のご出席を得まし
たが、特筆すべきことは山梨県の衆議院議員７名のうち５名が本人
出席したこと、全会員の約４０％に当たる会員３０名の参加を得たこと
です。支部規約人事案件を承認し、全国２０番目の支部として無事発
足することが出来ました。尚、８月４日には県当局に政治団体設立
届け出をしました。

青森県支部（８．２２） 副支部長 石田 恒久

本年７月ころより急遽、弁政連青森県支部設立に向けて動き出し
たものの、当初は会員も少なく、果たして８月下旬の設立総会にこ
ぎつけるのか不安で一杯であった。本林弁政連理事長及び伊藤幹事
長の直々のお励ましや、指導・助言を受けてどうにか本日総会にた
どりついた。懇親会も県内選出の国会議員１０名のうち８名（本人出
席６、代理出席２）もの多数の議員に御参加いただき、会員も２２名
出席し、盛会となった。

弁政連東京理事会・総会・懇談会（６．１６） 弁政連東京幹事長 鈴木 善和

日本弁護士政治連盟東京本部（略称：弁政連東京）は、平成２０年６
月１６日、弁護士会館内にて定期総会を開催し、所定の各議題につき
いずれも全会一致で承認を頂きまして、滞りなく終了しました。
その後、場所を法曹会館に移し、東京都を選挙区とする地元の国会
議員の方々及び東京三弁護士会の会員である国会議員をお招きして
の懇親会を開催しました。
当日は、延長国会の最中であったにもかかわらず、与野党の議員

多数のご出席を頂き、予定の時間が過ぎましても余韻が冷めやら
ぬ、楽しい会となりました。
○ご出席頂きました議員の方々（敬称略）
（本人：１６名）伊藤公介、枝野幸男、笠井亮、菅 直人、神崎武法、小杉 隆、小宮山洋子、

原田義昭、保坂展人、小川敏夫、川田龍平、鈴木 寛、福島瑞穂、古川俊治、
山口那津男、蓮 舫

（代理：１１名）愛知和男、石原伸晃、伊藤達也、小川友一、島村宜伸、末松義規、仙谷由人、
平沢勝栄、松本洋平、与謝野馨、森 雅子
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裁裁判判員員制制度度のの実実施施をを確確実実ななももののににすするるたためめにに
日本弁護士連合会 副会長 福島 康夫

裁判員制度の実施まで７ヶ月をきりました。

裁判員制度は多様な知識と経験を持った市民が、無罪推定の

原則に忠実に従って裁判をする制度です。そして、刑事裁判を

より透明化し、何十年も突き崩せなかった調書裁判や人質司法

といったこれまでの刑事裁判を大きく変革するものです。

ところで、最近、一部から制度の実施時期を延期すべきでは

ないかという声が出ています。しかし、延期した場合、これま

での調書裁判や人質司法といった問題の多い制度が残るだけで

す。また、取調べの可視化（取調べの全過程の録画）について

も、実現の機会は大きく後退すると思います。

新しい制度です。制度をどう使いこなすかが重要です。より

透明性の高い刑事裁判を早期に実現するため、予定通り実施すべきです。実施していく中で、

問題点があれば更に改善していくことが必要です。また、裁判員の負担軽減を重視するあまり

拙速な裁判にならないよう十分な警戒をしなければなりません。改革は今後とも継続していく

必要があります。

私たちが今なすべきことは、裁判員制度の実施に向けて全力で準備し、被疑者、被告人の防

御権が更に拡充できるよう弁護活動を実践していくことだと思います。

立立法法対対策策セセンンタターー設設立立ののごご挨挨拶拶
立法対策センター委員長 庭山正一郎

日弁連と立法との関係は深い。最近では、一連の司法改革を遂行する過程で多くの議員の方

との協同作業を進めてきた。日弁連の活動の充実に伴って、立法への注文や提案をする必要性

は今後益々増えるだろう。こうした状況を受けて宮崎日弁連会長の肝いりで、この６月にセン

ターは成立した。センターの委員長は異例であるが、会長の指名制となった。不承庭山が指名

を受けたが、設立に当たっての担当副会長という立場からの横滑りである。副委員長として、

尾崎純理（第二。行政、税務、環境担当）、神洋明（第一。刑

事担当）、伊藤茂昭（東京。弁護士制度、業務担当）、中本和洋

（大阪。民事、商事担当）、新里宏二（仙台。消費者、労働担当）

の各弁護士が就任し、事務局長には小林元治弁護士が就任し

た。各委員会から取り組むテーマが殺到している。これからは

日弁連と弁政連が車の両輪となって協力することが重要であ

る。弁政連会員各位のご協力をお願いしたい。

５

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本弁護士政治連盟／弁政連ニュース１４号／４－５  2008.09.10 13.06.29  Page 5 



渡部 朋広 第一東京弁護士会 ４８期

桑村 竹則 第二東京弁護士会 ４５期

廣瀬健一郎 東京弁護士会 ５０期

的場美友紀 東京弁護士会 ５２期

西浄 聖子 東京弁護士会 ５４期

インタビュアー 道 あゆみ（編集長） 東京弁護士会 ４７期

■弁政連はイガイと楽しい？

道 ：今日は弁政連でご活躍の若手の皆様に、弁政連がどんなところか。弁政連はオジサンた

ちだけの集まりではなく（笑）、私たちもいきいきと活動しているんだ、ということをお

話頂きたいと思います。まず、弁政連に参加したきっ

かけをお話し下さい。

渡部：松田純一先生からお誘いいただいて、入りまし

た。あの先生からお誘いを受けるとことわりづら

い。別に弱みをにぎられているわけではないのです

が（笑）。

廣瀬：私も同じで、松田先生からお誘いがあって、入り

ました。

道 ：入る前は、弁政連にどんなイメージをもっていま

したか。

廣瀬：ニュースが配られてくるのは知っていました。元

日弁連会長の先生方が活躍しているのだな・・・と

拝見していました。

道 ：実際に入ってみてどうでしたか。

廣瀬：国会に行ったり、議員の先生のお話を聞いたりと参加しやすいので、非常に楽しいです。

西浄：私は、今年、伊藤茂昭先生から（弁政連の）広報をやりませんか、と声掛けをいただい

て、去年の１０月ぐらいに入りました。

的場：私は、２月ぐらいに入りました。所属していた（東

京弁護士会の）親和会という会派を通じて、「早起

きできるから」（笑）と、お誘い頂きました。

道 ：西浄先生と的場先生は、実際に入るまで、弁政連

はどんなところだと思っていましたか。

西浄：偉い先生方が、根回しとかをやっている、難しそ

うなところかなと思っていました。

的場：私も、積極的には近づきたくないと思っていまし

た（笑）。正直何をやっているのかわかりませんで

したし、へたに近づいたら何をさせられるかもわか

りませんでした。

道 ：入ってみて、どうでしたか。

的場：女性が少ないので、朝食会に突然行くこともあり

夢夢をを語語るる、、未未来来をを拓拓くく ―弁政連若手会員座談会―

渡部 朋広

廣瀬健一郎
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ましたし、なんだかわからないうちに、（弁政連

ニュースの）どの写真にも載っているという状態に

なってしまいました（笑）。

道 ：桑村先生は、いかがでしょうか。

桑村：僕は、二弁で同じ派閥の、尾崎純理先生に誘われ

て入りました。僕自身は選挙というお祭りは嫌い

じゃないので（笑）、前から避けようという気持ち

はなかったです。

道 ：皆さん、それぞれの経緯があって弁政連に入られ

たようですが、まだ続けているところをみると、多

少は入ってみて楽しいなぁという思いがあるんで

しょうか。

西浄：やはり自分ひとりでは絶対にお会いできない方に

お話を伺ったり、行かないような場所を見学ができ

るのは貴重な体験だと思います。

道 ：楽しいというのはとても大事なことですね。楽しくないと続きませんから。

西浄：同業の方は、思考回路が似ているし、大体の共通認識があるように思います。全然違う

世界で生きている方とお会いするのは、異業種間交流のような意味もあり、勉強になりま

す。

道 ：谷垣さんや高村さんなど、主要な閣僚の方に会っておられますが、話をしてみていかが

でしたか。

的場：勉強熱心なので、いろんなことをよくご存知です。できる方というのは、人の話を否定

しない。よく聞いて、こちらからも吸収しようという姿勢があると感じました。また、法

律家は既にあるものを使ってやっていこうとしますが、彼らは、ないなら作ろうと思う。

発想や考え方が違うのが刺激になります。

道 ：確かに、自分達と発想の違う方とお話するのは、エキサイティングですね。

的場：話をしていてためになります。本当に頭を使って知的に楽しむという機会は、大人にな

ると実はなかなかないもので、純粋に楽しいと思い

ます。

■弁護士が立法に関わる

道 ：廣瀬先生はどうでしょう。弁政連を通して、政治

に対する関心は高まりましたか。

廣瀬：私は、もともと仕事で国会に行くことがありまし

た。盗難通帳で引き出されたお金を銀行が返さない

のはおかしいと主張して、それを保護する立法をつ

くるために、弁護団として国会に行き、被害者の話

を聞いてもらったりしていました。

道 ：弁護士は法律を使う仕事ですから、法律がつくら

れるプロセスをもっと知るべきかもしれませんね。

皆さん、弁護士が立法に関わっていくことついて、

夢を語る、未来を拓くく ――弁弁政政連連若若手手会会員員座座談談会会――

的場美友紀

西浄 聖子

７
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どのように感じていますか。

桑村：私は、弁護士が立法に関わるには、３つの方法が

あると思っています。１つはロビイングという形。

２つめは、立法作業に技術的な貢献をする、法制局

のような仕事を担うということ。３つめは議員の給

源となる。いずれにしても、弁護士の職域拡大にな

ると思います。

道 ：でも、その重要さは、弁護士会の若手にはさほど

伝わっていない気がするのですが・・・。

渡部：やはり、弁政連のイメージが悪いですね（笑）。

道 ：今までの弁政連ニュースは、固いイメージしか与

えていませんでしたよね。

西浄：すみません。見たことがあまりないです（爆笑）。

渡部：手前味噌ですが、最近は読み応えがありますよね

（笑）。

西浄：やはり、方針転換して、若い人に参加してもらおうということになったからだと思いま

す。

■若手が動く、つながっていく

道 ：みなさんそれぞれ委員会等に入っていると思いますが、ご関心のある分野で、この立法

はこう変えたい、と感じられることはありませんか。

的場：それは感じます。最近、民法の改正の話が出ています。民法は、弁護士にとって基本中

の基本なので、改正の議論に関わる必要があると思います。

道 ：今ある法律の問題点を一番分かっている人が、関わるべきですよね。そう思っていなが

ら弁護士会の活動に閉じてしまうと、なかなか立法のプロセスにタッチはできない。

的場：できないですし、情報がくるのも遅い。

道 ：廣瀬先生がおっしゃっていた盗難通帳やカード被害の問題も、既存の法律ではどうにも

できず、立法で打開しようとしたのだと思います。そういう問題意識をもっている若手は、

たくさんいるのではないでしょうか。

西浄：いると思いますね。もっと弁政連を活用してもらうことが大事だと思います。

道 ：弁護士会が、そもそも多層構造で所帯が大きい。その上、弁護士会と弁政連の関係もよ

く分からない。

西浄：ですから余計若手にはわかりづらい。目的もわか

らない、意義もわからないし、位置付けもわからな

いということになります。

道 ：弁政連の層をもっと厚くして、弁護士会の若手と

弁政連の若手が直接連絡を密にするチャンネルをつ

くる。一緒にロビイングのノウハウを蓄積する。そ

ういうことをしてもいいのではないかと思います

が、どうでしょうか。

桑村：そう思います。実際に去年の朝食会に、そういう

目的で参加した方がいらっしゃいました。

道 ：弁政連を利用して、若手の弁護士が直接若手の議

員さんとつながっていくという機会も、もっとあっ

てもいいのではないかと・・・。

桑村 竹則

道 あゆみ

８
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桑村：ロビイングは、非常に重要だと思います。

最近で言うと、グレイゾーン金利の廃止とい

う成果があります。裁判員裁判だって、あん

なものができるというのは想像できなかった

時代があります。しかし、できてしまったら

刑事手続そのものが変わりつつあるわけで

す。

■弁政連から国政に？

渡部：早く、弁政連から国会議員を出したいです

ね。アメリカでは国会議員の８割が弁護士出

身とききました。日本もそれぐらいでなければいけない。そうするともっと理念に基づい

た立法や政治が浸透してくるのではないでしょうか。

道 ：いずれにしても、弁政連が若手をひきつける会でなければいけないわけですね。この度、

登録５年未満の会員に、弁政連の会費が免除されることが決定されたので、その点もお知

らせしておきましょう。

では、最後に、まだ入会しない方へのメッセージをお願いします。

桑村：政治やロビイングというと、明るくないイメージがあります。昔ある収賄事件の弁護人

をやったことがありますが、あれはまさに、その会社が自分たちに有利な法律をつくろう

と贈賄をしたという事件でした。弁政連の活動をやってわかったのは、弁護士が行うロビ

イングは、そういうものとは違う。理屈をもって行う非常に知的な作業であり、まさに法

律家が最も得意とする仕事ということです。

的場：政治家の先生にお会いして、皆さん真面目できちんと日本のことを考えていることがわ

かりました。まずは自分の目で見ること。食わず嫌いにならず、気軽に参加してほしいと

思います。

西浄：弁護士は、人の役に立ちたいという思いで仕事についた方が大半だと思います。法律を

使って人助けをする以外に、立法というアプローチで人の役に立つこともできると思いま

す。明るい未来をつくるツールとして、弁政連を活用して頂ければなによりです。

廣瀬：二つあると思います。一つは、普段行けないところに行き、普段お話できない方と話を

する。もう一つはロビイングです。これを弁政連で組織的に勉強し、研究するとなると、

おもしろいのではないでしょうか。

渡部：積極的に入会したわけではないのですが（笑）、入ってよかったと思っています。政治

家も僕たちの話を聞きたがっています。一定の社会問題を背景としたロビイングができる

のが、弁護士だろうと思います。とにかく、関心のある方は気軽に参加して下さい。いや

ならやめればいいし、恐い人はいません（笑）。

道 ：弁護士の職域はまだまだ広がります。その可

能性を開拓していくのは、他ならぬ若手だと思

います。とりわけ、立法の分野はまだまだ手つ

かずです。何より、これからこの国を動かして

いくのは、２０代、３０代の若い世代ではないかと

思うのです。いずれにしても、弁政連の活動を、

夢あるものにしていきたいと思います。話は尽

きませんが、本日は、どうもありがとうござい

ました。

９

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本弁護士政治連盟／弁政連ニュース１４号／６－９見開き  2009.04.17 13.40.14  Page 9 



首首相相官官邸邸訪訪問問（（８８．．１１９９））
８月１９日、早川忠孝衆議院議員との懇談会が開催された。弁護士ご出身である早川議員から、

弁護士出身議員が政治の場においてそれぞれの専門性と経験を活かして活躍している現状、そ

して法実務の現場を知る弁護士が今後より一層政治に関わっていくことの重要性・有用性等に

ついてお話を伺った。

懇談会終了後、総理大臣官邸見学という大変貴重な機会に恵まれ、組閣時に閣僚が記念撮影

をする階段や記者会見室等を見学した。

（企画委員会副委員長 横粂 勝仁）

外外務務省省訪訪問問（（７７．．１１００））
高村正彦外相は、サミット終了の翌朝というのに、定刻どおり、颯爽と登場し、自ら応接室

へ案内して下さる。サミットについて「日本の仲人口外交」が奏功したと述べ、中国とのガス

田開発の交渉裏話も披露して下さった。国益とは我が国の平和、独立、繁栄の保持と外国から

尊敬を得るようにすることにあり、政治家としての醍醐味は国を動かすことにありき、とする

外相の発想は、個別具体的な利害から出発する我々には、とても新鮮で人を魅了する。

（神奈川支部長 清水 規廣）

閣僚になった気分で 官邸内の記者会見室で

熱く語る高村外相 話が尽きない懇談

１０
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参参議議院院訪訪問問（（８８．．５５））

国対委員長会議をする部屋

８月５日、弁護士政治連盟の有志により、参議院

において簗瀬進議員を訪問しました。私達は最初に

参議院内を見学しましたが、簗瀬議員は自ら私達の

見学を先導して下さり、私は簗瀬議員の心遣いに大

変感銘を受けました。また、簗瀬議員は院内におい

て、現在の政治の問題点や民主党の政権交代の意義

を私達に熱く語って下さりました。同議員の政権交

代への熱い思いに大変心を打たれた訪問でした。

（企画委員会副委員長 西村 啓聡）

予算委員会室で

ロロビビイインンググにに向向けけててのの若若手手勉勉強強会会（（７７．．２２））

ロビイングの体験を語る
新里宏二会員（仙台支部）

平成２０年７月２日、貸金業法改正の際に上限金利引

き下げ実現本部の事務局長として活躍された新里宏二

先生を講師としてお招きし、ロビイング活動の勉強会

を行った。ロビイング活動では、政治家をはじめ、各

種団体、マスコミといった人とのつながりが重要であ

る、ということは文字で表現すれば当然のことのよう

に思われる。しかし、これが身をもって体験された新

里先生から「人に恵まれたと思う」といった言葉でお

話しされると、現実感をもって、重みと深さを強く感

じて受け止めることができた。また、被害や事実があ

るところから運動が発生し、熱気、熱意が運動を支え

ているというお話には、ロビイング活動の本質をみた

ように感じた。新里先生には他のご予定もある中、懇親会まで御参加いただき、勉強会に加え

さらに密度の濃いお話をさせていただくことができた。今回の勉強会は、弁政連の今後の活動

に大きな意義をもたらすであろうと確信している。

（企画委員会副委員長 的場美友紀）
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支支部部人人事事ににつついいてて

岡山支部

支部長 平松 掟
副支部長 田淵浩介、河原昭文、平井昭夫
理事 山下一盛、山崎博幸、河田英正、東 隆司、中野 惇、秋山義信、河村英紀
監事 和田朝治、麻岡正義

山梨支部

支部長 古井明男
副支部長 渡辺和広、鶴田和雄、埴原一也、加藤啓二
理事 丸山公夫、中込 博、水上浩一、田中正志、田辺護、川手一郎、平嶋育造、信田恵三
監事 内田 清
顧問 堀内茂夫
事務局長 田辺 護
事務局次長 信田恵三

青森県支部

支部長 中林裕雄
副支部長 石田恒久
理事 菊池至、大澤一實、横山慶一、小田切達、沼田徹、花田勝彦
監事 猪原健、竹中孝

弁弁政政連連活活動動日日誌誌（（１１３３））自自 平平成成２２００年年４４月月１１日日
至至 平平成成２２００年年８８月月３３１１日日

４月９日 企画委員会主催、谷垣禎一自民党政調会長と
の意見交換会

１５日 企画委員会
１７日 自民党との朝食会
１７日 企画委員会主催、江田五月参議院議長との意

見交換会・公邸見学
１８日 公明党との朝食会
１８日 在京正副理事長会議
１９日 本林理事長・伊藤幹事長、大分県支部設立記

念式典に出席
１９日 日本司法書士政治連盟第３８回定期大会懇親会

に清水規廣副理事長出席
２１日 広報委員会
２３日 企画委員会

５月７日 本林理事長・伊藤幹事長、日弁連理事会で活
動への協力要請

８日 広報委員会
１３日 山岸副理事長・奈良副理事長・伊藤幹事長、

打合せ
１５日 企画委員会
１５日 本林理事長・伊藤幹事長、八士の会に出席
１６日 民主党との朝食会
１６日 在京正副理事長会議
２３日 理事会・懇親会
２７日 企画委員会主催、漆原良夫衆議院議員との朝

食会・衆議院院内見学会
２７日 広報委員会
３０日 久保井前理事長・安藤前幹事長に感謝状贈呈

６月１６日 広報委員会
１６日 本林理事長・伊藤幹事長、東京本部総会・懇

親会に出席
１６日 弁政連ニュース１３号刊行

１７日 企画委員会
１７日 財務・総務合同委員会
１７日 組織強化委員会
１９日 在京正副理事長会議
２０日 伊藤幹事長、広島支部総会で講演
２３日 日弁連執行部との懇談会

７月２日 企画委員会主催、新里宏二会員との勉強会
４日 東北弁連大会に、本林理事長・伊藤幹事長が

出席
４日 東北弁連大会昼食時に、同弁連管内理事等と

本林理事長・井元副理事長・伊藤幹事長が懇
談

９日 広報委員会
１０日 外務省訪問・高村大臣との懇談
１７日 在京正副理事長会議
１８日 企画委員会
２２日 本林理事長・伊藤幹事長、岡山支部設立総会

に出席
２５日 北海道弁連大会に、本林理事長・伊藤幹事長

が出席
２５日 北海道弁連大会昼食時に、同弁連管内理事等

と本林理事長・井元副理事長・伊藤幹事長が
懇談

８月１日 山梨支部設立総会に本林理事長・伊藤幹事長
が出席

５日 参議院見学・簗瀬進議員との懇談会
１９日 官邸訪問・早川忠孝議員との懇談会
２２日 青森支部設立総会に本林理事長・伊藤幹事長

が出席
２７日 広報委員会
２８日 企画委員会

「前回に続き、今回は日本共産党・社会民主党・国民新党からメッセージをいただき
ました。ありがとうございます。」 （よしおか）
「首相の辞任劇で、原稿依頼から発行までを短縮する必要を痛感しています」（いとう）

「たのしかった。」 （みち）
「今回も内容盛りだくさんの充実した紙面になりました。」 （まとば）
「あっという間に秋の声。時がたつのは早いものですね～。」 （さいじょう）

編 集 後 記
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